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今金町民憲章

骨 民主主獲に徹して生活を合理化Lて近刊的な町にいた しまLょう。

。 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしま Lょう。

。 技能をみがき遭難の開尭t二努め重量かな町にいたしましょう。

O 教聾をたかめ楽 し〈生活できる平和な町tこいたしま Lょう。

制定昭和42~10月 1 日



新
春
を
迎
え
て

今
金
町
長

干す

本

光

夫

な
問
題
を
抱
え
、

各
固
め
圧
力
は
一

段
と
増
し
て
来
て

お
り
ま
す
。

国
内
に
お
き
ま

し
で
も
円
高
平
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
に

伴
う
景
気
低
迷
が

長
期
化
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
失
業
、
就
職

難
、
雇
用
調
整
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
社
会
不
安
が
増
大

し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
下
に

あ
り
ま
す
。

き
て
、
今
金
町
の
昨
年
を
顧
み
ま

す
と
、
冷
夏
の
長
期
予
報
の
中
で
、

か
つ
て
な
い
程
的
好
天
に
恵
ま
れ
、

農
作
物
は
順
調
に
生
育
し
、
空
前
の

箆
師
院
を
迎
え
る
か
に
思
わ
れ
ま
し
た

が
八
月
と
九
月
町
二
度
に
わ
た
る
台

風
崩
れ
の
風
と
降
雨
に
よ
っ
て
倒
伏

し
、
一
部
刈
り
遅
れ
に
よ
る
品
質
低

下
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し

衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
七
年
の
新
春
を
迎

え
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
平
繁
か
ら
町
政
の
推
進
に
対

す
る
ご
理
解
と
こ
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
国

際
的
に
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
貢

献
の
あ
り
方
、
環
境
保
全
の
問
題
、

農
産
物
の
問
題
な
ど
、
日
本
が
果
た

す
べ
き
役
割
や
貿
易
摩
擦
な
ど
様
々

易
な
国
保
病
院
と
の
併
設
で
総
卒
業

費
ニ
十
億
円
、
平
成
七

・
八
年
度
建

設
、
平
成
九
年
度
開
館
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
寒
昇
地
区
に
掘
削
し
ま
し

た
温
泉
は
町
民
に
気
軽
に
利
用
さ
れ

恕
い
の
場
と
な
る
よ
う
活
用
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
新
総
合
計
画
に
基
づ

く
諸
般
的
政
策
的
積
極
的
な
推
進
を

図
り
、
町
民
各
位
向
負
託
に
応
え
て

ま
い
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い

• • 

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
町
民
的
総
力
を
結
集

し
、
国
際
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

「活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
温
進
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
的
こ
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

一
言
述
べ
、
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
こ

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第2回

「
町
内
会

1

自
治
会
町
づ
ぐ
リ

手

推
進
調
整
会
議
」
開
催

従
来
、

1
月
下
旬
に
町
長

を
は
じ
め
各
担
当
課
長
が
直

接
地
域
へ
出
向
き
、
各
地
械

の
要
望
芯
見
を
開
く
岡
政

愁
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
開
催
時

刻
と
形
式
を
変
え
て
行
、
つ
「
町

内
会
自
治
会
町
づ
く
り
推

進
調
整
会
談
し
の
第
1
回
目

が
叩
月
幻
日
に
開
催
さ
れ
、

各
課
の
課
長
・
係
長
が
出
席

し
各
町
内
会
・
自
治
会
か
ら

の
要
望
事
項
に
つ
い
て
回
答

し
ま
し
た
。

第
2
回
目
の
会
議
は
町
長

今
日
、
臨
業
を
取
り
ま
く
環
境
は

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
国
は
十
月

二
十
五
日
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ン
ド
農

業
合
意
関
連
対
策
大
綱
を
決
定
し
ま

し
た
。
関
連
対
策
の
具
体
的
施
策
は

今
後
予
算
編
成
時
ま
で
に
示
さ
れ
ま

す
が
、
そ
円
予
算
確
保
と
本
道
の
特

殊
事
怖
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
念
願
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
の
向
上
を
期
す
る
町
道
内
改

良
舗
装
を
は
じ
め
、
公
営
住
宅
建
設
、

金
原
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
、
活

力
あ
る
産
業
を
構
築
す
る
た
め
の
股

道
及
び
林
道
的
開
設
、
観
光
施
設
整

備
、
医
療
の
確
保
、
健
康
づ
く
り
、

教
育
の
振
興
並
び
に
人
づ
く
り
対
策

は
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
ひ
と
え
に
、
町
議
会

を
は
じ
め
各
関
係
機
関
、
町
民
皆
さ

ま
の
町
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
、

こ
協
力
の
賜
も
の
と
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

総
合
福
祉
施
設
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
設
置
場
所
は
医
療
施

設
と
医
療
ス
タ
y
フ
と
の
連
携
が
容

寒
昇
地
区
温
泉
ボ
l
リ
ン
ク

温
度
目
・
1
度
、
毎
骨
山
口
、
梧
色

透
明
、
無
臭
で
塩
分
が
や
や
強
い

温
泉
が
ゅ
う
出

助
役
部
謀
長
が
参
加
し
、
全
体
会

形
式
に
よ
り
ロ
月
ロ
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
日
名
あ
ま
り
の

町
内
会
長

・
自
治
会
長
ら
が
出
席
し

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。口

頭
、
町
長
部
謀
長
が
現
在
、

抱
え
て
い
る
課
題
、
諸
問
題
な
ど
の

報
告
と
卒
業
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
説
明
。
そ
の
後
、
各
地
械
が
抱
え

る
問
題
に
つ
い
て
の
芯
見
交
換
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
会
談
の
目
的
の
一
つ
の
各
問

内
会
・
自
治
会
が
ど
の
よ
う
な
悩
み

を
持

っ
て
い
る
か
な
ど
町
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
意
見
交
換
が
で
き
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
故
へ
砂
町
長
が
出
向
い
て

来
て
〈
れ
。
と
い
う
要
望
が
あ
れ
ば

応
え
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
‘
7

ご
ざ
い
ま
す

[ 2 1 

本
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ど
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平成6年4月1日から平成6年9月30日まで

町 の財 況状政
私だちの町、舎金、を住みよくするため町では、生活環焼、教育施設、経済基盤、社会福祉の箆備

充実を図るため、各種事業を行っています。舎年度のおも怠建按工事を写真でみてみましよう。 と:-(J)よ財政状況の公表は、 町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展についてこ'協力を

お願いするため、毎年2白 (6月、 12月)公表しているものです。

72億3，502万5千円一般会計予算総額

(単位千円・ %)

平成 E 年 度
区 分

支出済額 支出率予算現額

議 会 費 97.993 44.496 45.4 

総 務 費 997，470 522.522 52.4 

民 生 費 814， 787 360.719 44.3 

衛 生 費 679，229 201. 519 29. 7 

労 働 費 2，378 1. 086 45.7 

農林水産業費 628，866 119，740 19.0 

商 工 賞 198.194 74，082 37. 4 

土 木 費 801. 567 239，962 29. 9 

消 防 費 188，539 91. 252 48.4 

教 育 費 716，030 278. 797 38. 9 

災害復旧費 1. 034. 098 283. 320 27. 4 

公 債 費 791. 482 389.055 49.2 

予 備 費 5.000 。 0.0 

繰越明許費支出 279.392 76.819 27.51 

計 7.235.025 2.683.369 37. 1 

O歳 出 内 訳
〔単位千円 ・%)

平 成 6 年 度
区 分

収入率予算現額 収入済額

町 税 553.423 354.498 64.1 

地方議与税 131. 000 34. 735 26.5 

利子審l交 付金 10.700 5.205 48.6 

自動車取得税交付金 53.000 27.178 51. 3 

地方交付税 2.992.671 2.205.041 73. 7 

交通安全特別交付金 500 。 0.0 

分但金、負担金 137.024 23. 762 17.3 I 

使用料、手数料 83.973 38.482 45.8 

国庫支出金 520.947 87.498 16. 8 

道 支 出 金 1. 088. 850 59.036 5. 4 

財 産 収 入 71. 100 38.400 54.0 

寄 附 金 800 800 100.0 

繰 入 金 275. 705 142.680 51. 8 

繰 越 金 5.000 71. 023 1420.5 

諸 収 入 680.640 391. 757 57.6 

町 債 350.300 。。。
繰越明許質収入 279.392 104.718 37. 5 

計 7.235.025 3.584.813 49.5 

O歳 入 内 訳

(e (e 

「弘』園田園画面量奇書
企金原基幹草落センタ 一新築工事

木造平屋建一部地下、 1階床面積 340.077m' 

地下床面積 56.013m司、建床面積 396.090m'

事揖費 1刊 .430千円、11月16日完成

企後志利別川河川緑地菅理運動公園造成工事

ゲートボール場 4面、駐車場舗装 3，020m' 

事摸費 24.102千円、 8月30日完成

' 

企昭和線特改 1種工事

建長 322m'

事喋費 57.165千円、 12月28日完成予定

)
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工
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• • 
(単位千円%)

区分
予算現額 収入済額 収入率 予算現 額 支出済額 支出率

会計

国 保 事 業 会計 690.925 257.246 37.2 690.925 250.529 36. 3 

簡 易 ホ 道 会 Z十 187.464 74.654 39.8 187.464 69.105 36.9 

老 人 保 健 会 計 914.036 378.999 41. 5 914.036 373.952 40.9 

国 保 病 院 会 計 1. 343. 084 481. 003 35.8 1. 343. 237 581. 158 43.3 

-収益的収入及び支出 1. 223. 050 451. 003 36.9 1. 222. 483 549.832 45.0 

-資本的収入及び支出 120.034 30.000 25.0 120.754 31.326 25.9 

合 3十 3.135.509 1.191.902 38.0 3.135.662 1. 274. 744 40.6 

特別会計歳入・歳出予算の執行状況

改
正
「
今
金
町
史
」
下
巻
号

(
昭
和
お
年
か
ら
位
年
)

好
評
頒
布
中
グ

平
成

3
年
2
月

に
改
正
「
今
金
町

史
L

上
巻
号
(
古

代
先
史
i
昭
和
辺

年
)
が
完
成
し
発

行
以
来
好
評
を
符

て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
3
月
に
下
務

号
が
完
成
し
ま
し

た
。

日
目
年
ま
で
が
ま
と
め
ら
れ
、
今
金
町

内
歴
史
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な
資

料
と
し
て
、
多
〈
の
方
に
ご
購
読
頂

き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

戸
い

一一言ロ

ー、

頒
布
価
格

今
金
町
住
民
の
方

1
冊

6
千
同

そ
れ
以
外
の
方

1
冊
1
方
向

2
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
り
扱
い
は
、

企
画
調
箆
諜
町
史
編
さ
ん
係
ま
で

(
8
2

O

I
l
l
)
 

A

5
版

1
1
6

4
ベ
ジ
の
ず
っ

し
り
と
し
た
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
、
町
ゆ

か
り
の
人
物
を
詳

し
く
紹
介
、
細
か

い
年
表
に
相
当
の

紙
数
を
割
く
な
ど

ペ

ジ

数

、
内
容

と
も
に
充
笑
し
た

も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
.

下
巻
号
は
、
昭

和
お
年
か
ら
昭
和

，ae 
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平
成

6
年
度

小
・
中
学
生
絵
画
・
書
道
展

進 (種iII，J、l年)

吾 (神丘小2年)
裕 (神丘小5年)
子 (今金小6年)

彦 (今金中2年)
征史 (今金中3年)
真由美 (今金中3年)

霊(今金中2年)

泰

謙

逮

順

和

絵画の部 (小学生)

町 長 賞 渡 辺

議 会 議 長 賞 坂 升

教育委員長賞安藤

教育長賞鈴木

絵画の部(中学生)

町長賞安藤

議会議長 1¥ 藤田

教育委員長賞伊藤

教育長賞馬場

-・・・・恒
三E三・rI j J[]I 

ιl 挙自制緩^~/6祭|
/ ¥. ~， 

表
彰
式

平
成
6
年
度
小

・
中
学
生
の
絵
画

担
道
展
は
、
町
内
各
小
中
学
校
か

ら
絵
画
内
部
、
小
学
生
削
占
中
学

生
白
山
、
岱
道
内
部
、
小
学
生
山
内
、
・

中
学
生
幻
点
、

制
抑
市
、
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

棒
読
め
結
柴
に
必
づ
き
ロ
月

5
日

に
表
彰
式
が
役
場

3
階
会
議
室
で
行

わ
れ
、
日
山
名
町
入
賞
者
に
各
々
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

美(豊田小6年)
美(種目|小5年)
也(今金小6年)
子 (種川小6年)

隆 (今金中2年)
努 (今金中3年)

香 (今金中2年)

恵 (今金中2年)

博

磨

卓

怖

博

美

書道の部 (小学生)

町 長1t津田

議全議長1'1:安達

教育委員長lt 宮崎

教育長 tt 牧 回

国

田

崎

藤

書 道の部 (中学生)

町長賞津
議会議長1t

教育委員長1t

教育長賞

吉

長

佐• • 
農村婦人文他祭

大爆笑.グ

第34回

多彩な催しに

郡
山
剖
国
農
村
山
川
人
文
化
祭
が
ロ
月

2
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
婦
人
部
只

ら
2
5
0
名
が
参
加
し
て
賑
や
か
に

第
町
山
田
光
の
里
学
園
祭
が
日
月
幻

目
、
同
学
園
内
地
域
交
流
ホ
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
速
く
か
ら
か
け
つ
け

た
父
母
ら
の
見
守
る
中
、
舞
踊
3
山、

器
楽
抽
出
奏
、
舞
踊
劇

「
か
も
と
り
ご

ん
べ
い
さ
ん
」
を
園
生
が
姉
台
い

っ

ぱ
い
に
披
露
し
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
税

子
が
弁
当
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
な
が

ら
誇
り
合

っ
て
い
ま
し
た
.

午
後
か
ら
は
大
正
琴
舞
踊
愛
好

会

・
影
絵
同
好
会

「
つ
ぶ

っ
ぺ
」

・

淵
棚
町
フ
方
ル
ケ
ホ
イ
ス
コ
レ
の

総
楽
、

ww絵
・
狩
場
太
鼓
繋
明
太

鼓
が
友
情
出
納
し
て
学
凶
祭
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
笑
い
と
感
動
、
そ
し
て
ふ

れ
あ
い
の
学
悶
祭
と
な
り
ま
し
た
。

舎金小学校で

Jt通安全教室

t
tg
ず
姿

今
金
町
農
業
確
立
対
策
協
議
会
王

催
の
「
州民
業

農
村
の
め
ざ
す
姿
/

購
演
会
」
が
ロ
月

5
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
悩
さ
れ
、
関
係
者

1
0
0

名
あ
ま
り
が
熱
心
に
聴
鱗
し
ま
L
P
3

ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ン
ド
州
刷
業
合
意

に
よ
り
、
我
が
園
町
内融
業
・農
村
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
危
慨

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
生
き
残
り
策
の

た
め
、
国
で
は
新
農
政
プ
ラ
ン
に
肉

づ
け
し
た
圏
内
対
策
を
発
表
し
ま
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
に
は
、
忙
し
い
州
凶
作
業
の

合
間
に
作
ら
れ
た
ち
ぎ
り
絵
、
レ

ス
編
な
ど
、
手
の
込
ん
だ
立
派
な
作

品
が
展
示
さ
れ
、
特
産
品
を
活
用
し

た
漬
物
な
ど
も
参
加
者
向
興
味
を
引

い
て
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
川
上
絹
子
部
長
の
あ

い
さ
つ
、
映
画
「
か
あ
ち
ゃ
ん
と
日

人
的
子
供
L

、

一
日
貯
金
抽
選
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
演
芸
発
表
で
は
、
各

地
区
で
趣
向
を
佐
ら
し
た
日
舶
の
歌

や
踊
り
が
披
市
附
さ
れ
、
会
場
は
爆
笑

の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

た
。
ま
た
、
食
管
制
度
も
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
七
戸
長
生
氏

(北
海

道
地
域
農
業
研
究
所
長
)
が

「牒
競

合
意
に
伴
う
地
域
内
属
撲
の
あ
り
方
」

と
題
し
て
講
談
し
、
日
本
の
脱
政
は

，成
り
行
き
ま
か
せ
H

n

州
財
産
物
は

自
給
が
原
則
で
工
業
製
品
と
銭
質
。

と
し
、
作
足
艇
の
強
い
、
ゆ
と
り
あ

る
農
業
経
営
が
必
袈
u

と
む
す
ん
で

い
ま
し
た
。• • 

児
訟
が
事
故
に
ま
き
こ
ま
れ
重
症
を
お
う
ケ

ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
今
金
小
学
校
で
日
月
四

目
、
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
方
が
ダ
ミ

l
人
形
を
使
い
町
内
の
危
険

な
交
差
点
を
紹
介
す
る
自
主
製
作
ビ
デ
オ
(
日

分
間
)
や
。
と
び
だ
し
や
め
て
、
か
く
に
ん
を
u

と
書
い
た
看
板
を
校
庭
前
に
設
置
し
て
子
供
た

ち
に
注
意
を
、
つ
な
が
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
金
交
番
の
梅
崎
所
長
が
最
近
の
事

故
に
つ
い
て
の
説
話
を
図
解
入
り
で
説
明
。
子

供
た
ち
も
事
散
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
を
雌
制
附
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
宮
内
時
期
を
迎
え
、

都
故
が
多
発
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
も
児
童
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
め
な
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

1
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小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
寄
贈
受
け
る

「

日
本
医
師
会

生

涯

教

講

座

開

催 ， 

同

日
本
医
師
会
生
援
教
育
部
座
が
ロ

月
2
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
山
恨
繁
氏

(函
館
中
央
病
院

長
)
が
「刊
組
略
札
の
秒
断
と
治
療
」

に
つ
い
て
講
航
、
医
療
関
係
者
ら
が

熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

美
利
河
支
部

今
金
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
美
利
河

支
部
(
ク
ラ
ブ
員
初
名
)
が
日
本
消

防
協
会
よ
り
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
寄

贈
を
受
け
、
伝
達
式
が
叩
月
初
日
、

今
金
消
防
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
は
主
に
訓
練
用
で
、

消
防
技
術
的
向
上
と
士
気
町
高
締
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
防
火
の
か
な
め
と
し
て
活

制
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

1
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婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

発
足
初
周
年
記
念
式
典
開
催

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
躍
中

...感謝状を受付る各陣入金代表

今
金
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

(
会
長
高
橋
政
子
)
が
発
足
刊
周

年
を
迎
え
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演

と
祝
賀
会
が
ロ
月
l
目
、
町
民
セ
ン

タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
長
年
内
地
域
活
動

に
功
紛
の
あ

っ
た
美
利
河
、
花
石
、

観
川
、
八
束
、
金
原
、
今
金
町
各
婦

人
会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
学
習
と
実
践
を
通
し

て
会
貝
の
資
質
と
地
位
内
向
上
に
努

力
し
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
椴
極
的
に
取
り

組
み
、
幅
広
い
婦
人
団
体
と
し
て
活

開
聞
し
て
い
ま
す
。

高
橋
会
長
が

「
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
己
と
決
意
を
述
べ
、
会
只
ア

ン
ケ
ー
ト
や
農
家
家
計
貨
の
推
移
な

ど
を
拘
滅
し
た
創
立
刊
周
年
記
念
誌

が
創
ら
れ
会
場
で
配
ら
れ
ま
し
た
。• • 

~ 
⑨) 
⑧ 

おコ⑩
ffB 
~ (j) 

ロ
年
目
の
お
正
月

神
丘
小

6
年

斎
藤

陽
介
ど

、.、.~.、内・，、.、'"、.-・、.、.、.、.、.、"，-F -r . 
3 . 
7 . 
r . 
1 . 

贈答用にグ土産、

4 ・h ・h ‘h ・、.一、.、，'-句、. 
f . 
r . 
f . 
I . 
F . 
I . ， 
f . 
f . 
I . 
f . 
F 
F 

F 
「
f 

そ
の
前
に
は
、

行
事
が
あ
る
。
幻
日
に
家
を
き
れ
い

に
し
て
、
年
こ
し
を
す
る
。
新
年
へ

の
秒
よ
み
が
始
ま
っ
た
。
刻
一
刻
と

何
年
へ
近
づ
い
て
い
く
。

と
う
と
う
%
年
に
な

っ
た
.

ぼ
く
は
車
に
乗
り
こ
ん
で
、
す
く

寺
へ
む
か
つ
た
。
走
っ
て
い
く
と
鋭

お
正
月
と
い
う
大

ヨ
uz=ロ

4ミー
'"切S

講

演

(
文
化
講
演
会
)

宝

井

琴

桜

氏

婦
辿
協
発
足
叫
周
年
内
記
念
事
業

と
し
て
、
町
文
化
秘
演
会
と
併
せ
、

講
談
脚
内
{
玉
井
琴
桜
ぷ
を
招
き
、
婦

人
問
題
を
テ
!
?
に
し
た
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

削
年
桜
ぷ
は
女
性
初
め
耳
打
ち
と
し

て
活
制
中
、
古
典
や
歴
史
上
向
女
性

的
括
的
ほ
か
、
女
性
の
自
立
や
権
利

な
ど
を
テ
!
?
に
し
た
新
作
が
得
意
。

こ
の
日
は
、
女
医
第
1
号
荻
野
時

子
ぷ
の
物
語
や
育
児
休
業
法
な
ど
を

め
ぐ
る
創
作
談
議
で
会
場
を
わ
か
せ
、

ぷ
円
と
女
が
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、

活
力
を
生
み
出
し
て
行
こ
う
。
と
む

す
ん
で
い
ま
し
た
。

の
音
が
寸
ゴ

1
ン
、

こ
え
て
く
る
。

寺
に
活
〈
と
、
大
勢
の
人
が
行
列

を
作
っ
て

い
た
。
最
後
尾
に
並
ん
で
、

順
番
が
来
る
の
を
待
っ
た
。

や
っ
と
順
番
が
来
て
、
百
八
円
鐙

を
思
い
つ
き
り
打
っ
た
。
「
ゴ

l
ン」

と
大
き
な
立
口
ぃ炉
問
り
ひ
び
い
た
。
そ

の
後
で
、
お
み
く
じ
を
引
き
、
今
年

の
巡
勢
を
占
う
の
だ
。

そ
の
後
で
、
税
せ
き
か
ら
、
お
年

玉
を
も
ら
え
る
。
こ
れ
が
、
お
正
月

内
中
で
一
番
う
れ
し
い
事
だ
。

町
四
年
度
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、

勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い
。
小
学
校
の

勉
強
を
も
と
に
中
年
校
で
も
が
ん
ば

り
た
い
。

ゴ
ー
ン
」
と
附

「
崎
市
ん
な
の
広
場
」

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

ふ
フ
金
町
奨
学
資
金

J 

[ 8 1 

の
貸
付
希
望
者
ヘ

平
成

7
年

4
月
か
ら
修
学
さ
れ
る
学
生
で
、
奨
学
資
金
を

希
望
の
方
は
、
平
成

7
年

3
月
お
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

0
貸
付
対
象
者
は

今
金
町
に
居
住
す
る
者
と
子
弟
で
次
の
条
件
を
備
え
て
い

高
校
及
び
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
者
。

学
資
の
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
た
者
。

身
体
健
康
、
学
業
成
績
優
秀
、
性
行
善
良
で
あ
る
者
。

O
貸
付
額

A

高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第

3
学

年

以

下

一

人

月
額

1
万

円

専
修
学
校
専
門
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第

4
学
年
以
上

ー
万

円

5
千
円
以
内

る
こ
と
。

1 2 3 B C 

短
期
大
学

大
学

一
人
月
額

一
人

月
額

D 

一
人
月
傾

1
万

8
千
円
以
内

2
万
円
以
内

O
償

還

卒
業
後

6
ヶ
月
す
、
ぇ
置
き
、
日
年
以
内
の
年
賦
償
還
で
す
。

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
管
理
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
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お
酒
で
観
光
ピ
1

ア
ー
ル

一

今
金
町
を
は
じ
め
7
町
の
酒
小
売

喝

府
で
椛
成
す
る
八
雲
小
売
梢
販
組
合

一

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
的
観
光
名
所

一

や
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
ラ
ベ
ル
を
貼
っ

…

た
贈
答
用
純
米
吟
醸
酒
を
売
り
出
し

日

ま
し
た
。

一

今
金
町
は
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
ヵ
、

…

デ
モ
|
レ
ン
い
ま
か
ね
‘
奥
義
利

…

河
温
泉
町

3
種
類
が
あ
り
土
産
用
、

…

贈
答
用
に
最
適
。

一

3
0
0
叫
入
り
で
1
本
3
8
0
円、

一

5
本

・
6
本
入
り
の
セ
y
ト
も
用
意

目

し
て
い
ま
す
。

、

詳
し
く
は
町
内
各
泊
庖
ま
で

一

…ろす動戸イドルー
美有九

{平成 5年 9月 7日生まれ}

下トマンケン川崎提ーな、妙子、の長女

[親から1
4n目、とっても元気に保有所へ行き ま

す.最近は、お Lゃべり?もする ように

なり、ますます 活発になりました。

明るく、かわいい女向子に'tfってね /

砂川崎

宮
②
|
3
4
8
8

t!~ 、さ

‘垣本大樹九
{平成 4年 5月12日生まれ)

末広町垣本幸治丸、まさ予なの長男
l親から]
ノむマに「パイキンマンになって怪

巴って」と冒し、、日分はダイレンジャ
ンノマンマン役になって〆マノマを攻撃
蘭/元気印町田町子です.

附ら しく腕白で迅しく有ってほしいと
ています. (m小玉おばちゃん大き
てくれてありがとう 大樹より)

1
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社会福祉協議会だより
6. 12. 10 

求新
人規 出先の思学側、盟舟岡、社会福祉協議会への多額の

ご~f附ありがとうございました。

申学 (敏体高島〉

込校
〈神奈川県〉 下 岡 4事 t支 竹 内 正 夫

柿 ，u 問〈乙部 町〉 多 四 制 干

み 〈東京0¥) 上 政 一佐々木 作太郎

に卒 今 J字 a合 阪 正 鶴 蛤 下 正 当信

っ業
くむつ市〉 〈犬陵町〉 伊 6事 文;. 

問 災 昭 悶 a 事 '::IZ 崎 膨 己

い者
〈礼文町〉 大 " 敏 巴古 111 主 代子

4生 S事 聡 子高 " 歌
子総 国 侶 うち

ての 〈東革審村〉 〈湖.里町〉 浅 田 霊夢 子

原 紺 盛 a袋 本 E 夫 安 S家 使

〈埠川市〉 J百 埠ご '量 彦 三 嶋 ト

~ 合 !llli土 E発 年 三 ilt 極 相 5可
〈小川市〉 四 村 Jも 下自 山 昭 f乍

いに 2問 [，四， 陸路 入 泰 波 多 困 守 仲
』 〈大滝村〉 ，jt袖山町〉 町昨年間体適格協議会

。後 ，. 在鰻 ?を 一ゐ ス原 S附 俊 ヲ
〈札俣市〉 1己 " ~ 

袋 三 上 何 tき
附 5日 久 江大 • 導5 子金 沢 竹次郎

供 西 m 議 " 崎 漏 恒 子 アカシアストア

片 凶 j宇 三 鈴 持 " 雄花 Jt. " 設

池 凶 克 E聖 〈骨量町〉 昨蛤同貯金つぶゥベ

〈長別市〉 今金中 学 校 正 徒 会 今金町議会

伊 S轟 煽 也犯 司 ，、 ツみ なみかわ

〈苫小牧市〉 大 u 啓太郎石 " M 子

高 循 五i 古石 "， 容 (Ij リ巴 玉 凶 子

〈ニセコ町〉 高 埠: 宿 泊 国 剛 午

柳 凶 郎犬 足以 特 犬~ 陸j ま さえ

〈函館市〉 原 ロ ス エ 今 村 刻 子

日本たばこ産業回世官官損所 極川 小 学 校 石 n ~ 子

被 金 弥奥 J十 !JlIJヒ ，u 栄

佐 jJc .， 給付 揃 久 !Jl今金掛入金

竹 次 千忠子安 属事 信号 石 " i.f 子
、

〈松 前 町〉 三I 崎 唯 夫 竹 内 IL 子

P 石 Fれ j権 一日 岩 正 ~伊 3東 フ、ヱ

司 く上蝿町〉 種川凶人合的 本 忠

主 底 辺 町ll~l 雌軒l 土壇 " 形 官 夫

百
〈八震町〉 千 代 苔 茂 利 エ 組 設

近雌 問 徳戸 当と ~ 義~ よ K事 雄

'"万錦町〉 道量4 今金支凶池 凶 常 包E

高 名. ，、 ル 伊 " 正町民生児世'IlU協語会

〈席沢錦町〉 外 ，1， ~ 役 者 国 、f 聞

Jヒ

“ 
武 Jt堕 策E 副 本 白 識やj 子

、恥v 

" キ サ今金 田] 職員 組合 今金町田 耐 震貯金

〈上ノ田町〉 -" 4ま アサ子 今金司1;i 字場仕団

柳 原 • 嵯今 金 町 梨 ，1， 幸 雄

傘 下 眠内 1Il I 111 J.I t'..jI'1ド " • 之
〈迂釜町〉 西 b t内 時 持 知 会

悩 /:~ 沼 始山 1t 妃 & み ; ， み か わ 停 金 .，

日
時
i
日
時
ま
で
蛍
業

ロ
月
剖
日

年

金

相

談

日

の

お

知

せ

1
月
1
日
休
業

1
月
2
日
か
ら
平
常
営
業

1
月
お

i
U
日
の

3
日
間

勺

な
お
、

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
こ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コじエτH

休
業
と
な
り
ま
す
。

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

1
9
9
5年
農
業
セ
ン
サ

ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

1
、

と

き

1
月
刊
日
(
木
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
員
函
館
担
会
保
険
事
務

所
職
員
1
名

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
7
年
2

月
1
日
現
在
で
、
全
国
の
農
家
な
ど

を
対
象
に

「
1
9
9
5
年
農
業
セ

ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
各
方

面
で
民
業
施
策
推
進
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
州
民
業
の

経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

インフョ『メーション

年
末
年
始
患
者
輸
送

パ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

ロ
月
抗
日
か
ら
翌
年
1
月
6
固
ま

で
運
休
い
た
し
ま
す
。

ご
不
伎
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
町
民
福
祉
諜
衛
生
係
〉

平
成
7
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
者

の
就
職
に
つ
い
て
は
、
大
変
深
刻
な

も
の
と
な

っ
て
お
り
、
高
校
卒
業
予

定
者
の
日
月
末
現
在
の
就
職
率
が
日

5
%と
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
函
館
職
安
管

内
の
求
人
数
が
前
年
比
で

U

4

%

と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
も

嬰
凶
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
若
年
労
働
力
的
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
今
こ
そ
が

企
業
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
若
い

人

材
を
確
保
す
る
好
機
で
あ
る
と
思
い

一
度
ご
検
討
の
う
え
、
求
人
申
し
込

み
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
ハ
ロ
ワ
ク
函
館
卒
業
所
部
門
〉

2
0
1
3
8

お

0
7
3
5

矯
正
施
設
、
そ
の
他
多
人
数
に
飲
食

物
を
調
理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

・
飲
食
宿
営
業
、
喫
茶
庖
営
業
、
魚

介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業

(
ホ
テ
ル
で
従
事
し
て
い
る
調
理
師

は
、
飲
食
宿
営
業
に
該
当
)

o
届
出
の
時
期
及
び
場
所

平
成
6
年
ロ
月
紅
白
現
在
の
状
況

を
用
紙
に
記
入
し
て
、
平
成

7
年
1

月
日
日
ま
で
に
最
寄
り
の
北
海
道
金

調
理
師
会
支
部
に
届
出
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
な
ど
詳
し
く
は
北
海
道
全
調

理
師
会
支
部
又
は
保
健
所
ま
で

年

末

年

始

の

公

衆

浴
場
の
営
業
に
つ
い
て

除
排
雪
作
業
に

ご
協
力
を
グ

調
理
師
の
皆
さ
ま
ヘ
グ

年
末
年
始
の
公
衆
浴
場
の
営
業
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場

ロ
月
白
日
口
時

i
m時
ま
で
営
業

1
月
1
日
か
ら
3
固
ま
で
休
業

1
月
4
日
か
ら
平
常
営
業

マ
種
川
温
泉
休
憩
所

本
格
的
な
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
路
上
崩
車
が
あ
り
ま
す
と
、
除
掛

雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「調
理
師
法
」
の

一
部
が
改
正
さ

れ
働
い
て
い
る
調
理
師
は
、
就
業

屈
を
出
す
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

口
届
出
の
必
要
な
調
理
帥

次
の
と
こ
ろ
で
業
務
に
従
事
し
て

〈経
済
部
建
設
課
}

• 

• 

• 

• 

し
て
い
き
ま
す
。
食
生
活
の
欧
米
化

や
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
成
人
病
の
芽
を
育

て
て
い
る
の
で
す
。

住
民
検
診
や
職
場
検
診
な
ど
で
、

自
覚
症
状
の
現
れ
な
い
早
期
に
発
見

し
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。町

で
も
日
月
に
住
民
検
診
で
、
健

康
チ
エ
ン
ク
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

が
受
診
し
ま
し
た
。

1
月
末
に
は
乳
房
検
診
、

2
月
に

入
る
と
胃
、
大
脇
、
婦
人
科
、
乳
房

検
診
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
受
診
さ
れ
、
検
診
チ
エ

ン
ク
を
し
、
健
康
で
明
る
い
一
年
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
〉

新
年
を
迎
え
て
、
町
民
的
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
健

康
管
理
に
は
留
意
さ
れ
て
い
る
方
も
、

今
年
も
健
康
で
過
ご
そ
う
と
決
意
を

新
た
に
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、
っ
ー
刀
?

歳
を
と
れ
ば
程
度
の
差
は
あ
れ
、

だ
れ
で
も
成
人
病
に
な
り
ま
す
。
人

生
"
剖
年
時
代
。
と
い
わ
れ
る
今
日
、

健
康
で
す
こ
や
か
に
過
ご
す
た
め
に

は

「成
人
病
の
子
防
に
生
涯
努
力
す

る
こ
と
」
と

「成
人
病
と
上
手
に
共

存
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
す
。

ガ
ン
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
が
日
本

人
の

3
大
成
人
病
と
い
わ
れ
、
平
成

4
年
の
全
死
亡
者
の
う
ち
、
こ
の
3

大
成
人
病
で
亡
く
な
っ
た
人
の
割
合

は
日
・

4

%
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
ガ
ン
が

死
因
の
ト
y
プ
を

占
的
、
働
き
ざ
か

り
の
叫
代
、
印
代

に
多
い
の
が
特
徴

で
す
。

(町民福祉課命生係・国保係)

健康チェックをして
明るい1年を過ごそう

保健指導、栄聾相診

医師による触診

模診を受けて明るい健康づくり

老人福祉
セノター

" 

" 

" 

" 

" 

全 地 区

月みんな

" 

" 

" 
H 

" 

" 

9 ; 00-、10日(坤

生後 3ヶ月児

方

季節労画面をされて
いる方

の

住

婦

全

妊

ま
た
成
人
病
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら

の
食
生
活
や
日
常

習
慣
が
要
因
と
な

っ
て
、
加
齢
と
と

も
に
徐
々
に
進
行

談

診

帆
iO" 

相

健

健

般

脱

婦

1
 

1
 

1
 

1
 



令やや

(前月対比)

(-6 ) 

(ー 2) 

(-4 ) 

(+ 4 ) 

今令令住民の勘

11月末現在

7，458人

3，599人

3，859人

口

男

人

1月の体日当書屋
1日 t.1 田 医 院 (今金) E②0324 
2日 北楠山町田保病院 (北楠山) 宮③5321
3日 今金町国保病院 (今金) 宮②0221

B日 道南ロイヤノレ病院 (北棺山) 宮③5011
15日 橋 崎 医 院 (瀬棚) 宮②3021
16日 今金町園保病院 (今金) 宮②0221
22日 道南ロイヤノレ病院 (北槍山) ft④5011 
29日 北相山町国保病院 (北楠山) 宮④ 5321

女

世帯数 2，554i止布

d‘・中学生鎗画書遭展〈町長賞)ft!品
ロ おたんじようおめでとう

ノI、袋、11月6日(稔 九長女)金原昭和

信去、11月 7日(一也九長男)商工団地

渓子、 11月18日(武 九長女)I奇襲 町

議会、 11月18日(史広な長女)大和 町

筋議、 11月22日 (省ーさん 2男)高英町

固いつまでもおしあわせに

%原因恭臣丸山楠山町)ニ安西尚美九(車

市Ui畢

遠藤

浅井

t畢回

若山• 
栄

商工団地

末広町

布l'丘中央

m12月13日畳付分まで配制

町)

町81成

77高見

62歳

置おくやみもうしあげます

'J、将t カソ九 11月25日

西部キミエ九

村田惣一郎さん

笹原ンケノさん

泰進(裡小 1年)A渡辺ム安旗和彦(今中， ，手)
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